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児童代表に梅干しとミカンを贈呈する
大炭本部長と佐武副本部長（鮎川小で）

地元野菜の販売などを通じ来場者と交流する女性会員

本
取
り
組
み
は
、
管
内
農
産

物
の
消
費
拡
大
と
国
消
国
産
運

動
の
展
開
を
促
す
こ
と
を
目
的

に
、
紀
菜
柑
と
連
携
し
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
新
米
を
使

っ
た
梅
じ
ゃ
こ
お
に
ぎ
り
（
先

着
2
0
0
食
限
定
）
も
無
料
配

布
し
ま
し
た
。

女
性
会
員

に
よ
る
地
元

野
菜
や
雑
貨

類
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
を
は

じ
め
、
ガ
ラ

ス
細
工
の
塗

り
絵
や
リ
ー

ス
作
り
な
ど

が
楽
し
め
る

体
験
コ
ー
ナ

ー
、
ガ
ラ
ガ

ラ
抽
選
会
、

キ
ッ
チ
ン
カ

ー
な
ど
、
多

く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
紀
南
の
特
産

物
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

紀
南
地
域
本
部
は
今
年
度
も
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
田
辺

か
ら
串
本
ま
で
の
小
・
中
学
校

74
校
に
梅
干
し
と
ミ
カ
ン
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
は
今
回
で
18
回
目
。
贈

呈
式
は
田
辺
市
立
鮎
川
小
学

校
、
白
浜
町
立
西
富
田
小
学
校
、

上
富
田
町
立
朝
来
小
学
校
、
す

さ
み
町
立
周
参
見
中
学
校
、
串

本
町
立
串
本
小
学
校
と
、
う
つ

ほ
の
杜
学
園
小
学
校
の
6
校
で

あ
り
ま
し
た
。
11
月
11
日
に
は

鮎
川
小
で
贈
呈
式
が
あ
り
、

J
A
の
大
炭
敦
史
本
部
長
と
佐

武
範
彦
副
本
部
長
が
梅
干
し
と

ミ
カ
ン
を
児
童
代
表
に
手
渡
し

ま
し
た
。

大
炭
本
部
長
か
ら
は
、
本
県

の
梅
と
ミ
カ
ン
の
生
産
量
に
つ

い
て
、
ミ
カ
ン
は
20
年
連
続
、

梅
は
60
年
連
続
日
本
一
で
あ
る

こ
と
を
説
明
。「
梅
は
60
％
以

上
、
ミ
カ
ン
は
約
25
％
の
シ
ェ

ア
を
占
め
て
お
り
、
J
A
か
ら

出
荷
さ
れ
る
ミ
カ
ン
は
選
果
場

の
糖
酸
度
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て

お
い
し
い
も
の
だ
け
を
選
り
す

ぐ
っ
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

6
年
生
児
童
代
表
の
小
原
楓

彩
さ
ん
か
ら
は
「
梅
と
ミ
カ
ン
、

ど
ち
ら
も
大
好
き
な
の
で
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
共
済
の

協
力
を
得
て
い
ま
す
。

「
田
辺
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」

J
A
わ
か
や
ま
女
性
会
紀
南
地
域
本
部
田
辺
ブ
ロ
ッ
ク
が
10

月
25
日
、
　フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
紀
菜
柑
と
連
携
し
た
「
田

辺
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
き
、
約
1
5
0
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

紀
菜
柑
に
約
1
5
0
0
人
が
来
場

「
今
年
は
秋
が
や
っ
て
く
る
の

か
!
?
」
と
思
う
ほ
ど
異
常
な

暑
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
の

原
稿
を
執
筆
中
の
11
月
上
旬
に

は
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。

気
象
庁
に
よ
る
と
今
年
の
夏

（
6
〜
8
月
）
の
日
本
の
平
均
気

温
は
観
測
開
始
以
降
、
最
も
暑

い
年
と
な
り
、
9
〜
10
月
に
か

け
て
も
平
均
気
温
よ
り
か
な
り

高
く
推
移
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象

は
、
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

夏
秋
期
の
高
温
に
よ
り
、
か

ん
き
つ
類
で
は
生
理
落
果
の
増

加
、
果
実
の
日
焼
け
や
着
色
不

良
、
浮
皮
の
発
生
、
水
稲
で
は

高
温
に
よ
る
白
未
熟
粒
（
心
白

粒
・
腹
白
粒
・
背
白
粒
等
）、
野

菜
類
・
花
き
類
で
は
生
育
不
良

等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

梅
で
は
、
暖
冬
に
よ
る
早
期

開
花
に
よ
り
不
完
全
花
が
増
え
、

着
果
量
が
減
少
し
凶
作
と
な
っ

た
年
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
温
暖
化
が
進
行
す
る

と
さ
ら
に
農
作
物
に
悪
影
響
を

与
え
、
生
産
安
定
に
支
障
を
き

た
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

果
樹
は
一
度
植
え
る
と
数
十

年
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ
る
た

め
、
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
み
か
ん
は
適
温
域
が
年
平

均
気
温
15
〜
18
度
と
狭
く
、
気

温
上
昇
が
栽
培
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
異
常
気
象
対
策

に
向
け
て
関
係
機
関
で
は
色
々

な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
温
で
も
品
質
低
下
が
起
き
に

く
い
栽
培
技
術
、
新
し
い
高
温

耐
性
品
種
の
開
発
・
導
入
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

営
農
部
と
し
て
は
現
場
で
導

入
で
き
る
技
術
や
品
種
構
成
の

見
直
し
等
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
続
く
気
候
変
動
に
対

応
す
る
た
め
長
期
的
な
視
点
で

の
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

紀
南
地
域
本
部
・

営
農
部
長

原
　大
輔

異
常
気
象
の
中
で

わ
た
し
の
お
も
い

女性会

梅
と
ミ
カ
ン
ど
う
ぞ

小
中
学
校
74
校
に
贈
呈
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す
さ
み
町
立
周
参
見
小
学
校

の
児
童
が
11
月
4
日
、
白
浜
町

の「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
」

を
訪
問
し
、
今
年
収
穫
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
動

物
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

「
地
域
の
持
続

可
能
な
発
展
を

支
援
す
る
」
と

の
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
方
針
と
食
農

教
育
を
支
援
す

る
紀
南
地
域
本

部
の
考
え
が
合

致
し
て
始
ま
っ

た
取
り
組
み
で
、

今
回
で
3
回
目

と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
1
・

2
年
生
27
人
が
訪
問
。
茹
で
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
試
食
し
て
味
を

確
か
め
、
食
育
に
関
す
る
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
た
の
ち
、
ア
フ

リ
カ
ゾ
ウ
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
差

し
出
し
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験

に
児
童
ら
は
「
楽
し
い
」「
も
っ

と
あ
げ
た
い
！
」
と
大
興
奮
。
ア

フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
ほ
か
、
マ
レ

ー
バ
ク
や
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
へ
の

餌
や
り
も
体
験
し
ま
し
た
。

同
小
で
は
地
元
農
家
の

全
面
協
力
の
も
と
、
児
童

ら
が
6
月
に
サ
ツ
マ
イ
モ

「
べ
に
は
る
か
」
の
苗
を
定

植
し
、
10
月
24
日
に
収
穫
。

今
回
は
2
0
0
㌔
を
収
穫

し
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ

ー
ル
ド
に
は
1
5
0
㌔
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

紀
南
地
域
本
部
は
11
月
19
日
、

第
14
期
「
農
業
塾
」
の
第
9
回

講
座
と
修
了
式
を
中
央
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
受
講
生

11
人
が
笠
松
秀
之
副
本
部
長
よ

り
、
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し

た
。「農

業
塾
」
は
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
食
と
農
へ
の
関
心
や
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
開
い

て
い
る
も
の
で
、
今
期
は
13
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

最
終
講
座
は
津
田
奈
保
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
。
ま

た
受
講
生
が
育
て
た
カ
ブ
と
ハ

ク
サ
イ
の
品

評
会
も
行

い
、
山
本
美

和
子
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
「
野
菜
の
種
ま
き

や
農
薬
等
に
つ
い
て
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」「
植
え
付

け
や
収
穫
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

アフリカゾウにサツマイモを差し出す児童

全９回の講座をもって修了した第 14期生

交通ルール順守の大切さを伝えるスタントマン

ゾ
ウ
に
サ
ツ
マ
イ
モ

動
脈
硬
化
測
定
を

芳
養
谷
と
田
辺
で
実
施

事
故
の
再
現
に
悲
鳴
も

J
A
共
済
が
交
通
安
全
教
室

第
14
期「
農
業
塾
」

全
9
回
講
座
を
も
っ
て
修
了

紀
南
地
域
本
部
で
は
令
和
７

年
度
、
管
内
の
組
合
員
・
利
用

者
の
健
康
管
理
増
進
を
目
的
と

し
て
、
芳
養
谷
・
田
辺
の
２
支

店
で
動
脈
硬
化
測
定
を
行
い
ま

し
た
。

10
月
30
日
に
は
芳
養
谷
支
店

に
15
人
が
訪
れ
、「
初
め
て
動
脈

硬
化
測
定
を
す
る
こ
と
で
、
今

の
血
管
状
態
を
知
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
」「
測
定
の
結
果
、

正
常
範
囲
内
だ
っ
た
の
で
安
心

し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
動
脈
硬
化
測
定

の
ほ
か
、
I
N
B
o
d
y
測
定

や
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
も

行
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
栄
養

士
さ
ん
か
ら
の
栄
養
指
導
等
に

よ
り
、
食
事
摂
取
や
運
動
に
も

気
を
付
け
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
好

評
で
し
た
。

場 所

対 象

日 時

ＪＡウォーク
２月１１日（水）

組合員・組合員家族

クアハウス白浜 集合
7：30出発

お申込み
お問合せ

1月21日（水）まで
25名
（紀州・紀南で各12名）
2,500円（弁当付き）
午前7時15分
休暇村　紀州加太

申込期間
定 員

参 加 費
集合時間
開催場所

0739-42-4175

紀州地域本部と合同開催

J
A
共
済
（
J
A
わ
か
や
ま

紀
南
地
域
本
部
・
J
A
共
済
連

和
歌
山
）
は
11
月
13
日
、
和
歌

山
県
警
と
連
携
し
、
神
島
高
等

学
校
で
「
自
転
車
交
通
安
全
教

室
」
を
開
き
ま
し
た
。

通
学
等
で
自
転
車
の
利
用
頻

度
が
高
い
生
徒
ら
の
事
故
未
然

防
止
に
む
け
た
取
り
組
み
で
、

管
内
の
中
高
生
を
対
象
に
定
期

的
に
開
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン

ト
マ
ン
に
よ
る
実
演
を
通
じ
事

故
の
衝
撃
や
恐
さ
を
実
感
し
て

も
ら
う
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ

イ
ト
教
育
技
法
を
用
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

車
と
自
転
車
の
衝
突
、
自
転

車
同
士
の
接
触
な
ど
、
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
展
開
す
る
交
通
事
故

の
再
現
の
数
々
に
、
生
徒
か
ら

は
「
通
学
等
で
自
転
車
を
使
う

機
会
も
多
く
、
自
分
た
ち
も
い

つ
加
害
者
・

被
害
者
に
な

る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
他

人
事
で
な
い

と
、
今
回
の

こ
と
で
よ
り

感
じ
ま
し

た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

周
参
見
小
が
A
W
を
訪
問

15



紀南地域版

ミ
カ
ン

収
穫
後
の
樹
体
管
理
が
次
年
度
以
降
の

生
育
に
影
響
す
る
た
め
、ま
ず
は
冬
期
の

基
本
管
理
を
行
い
、健
全
な
樹
体
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

◆
樹
勢
回
復

先
月
号
で
も
掲
載
し
た
が
、マ
ル
チ
被

覆
や
木
熟
栽
培
は
樹
体
へ
の
負
担
が
大
き

い
た
め
、収
穫
後
の
樹
勢
回
復
は
結
実
安

定
の
た
め
に
大
変
重
要
で
あ
る
。樹
勢
が

弱
く
、対
策
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
園
地

に
つ
い
て
は
、1
月
中
旬
頃
ま
で
に
暖
か

い
日
を
選
ん
で
チ
ッ
素
主
体
の
葉
面
散
布

剤
（
尿
素
・
あ
ざ
や
か
等
）500
倍
液
を
7

～
10
日
間
隔
で
3
回
以
上
散
布
し
て
樹
勢

回
復
に
努
め
る
。

◆
土
づ
く
り

収
量
を
安
定
さ
せ
、高
品
質
な
み
か
ん

を
生
産
す
る
た
め
に
は
、健
全
な
細
根
を

多
く
発
生
さ
せ
、樹
勢
を
維
持
す
る
た
め

１月の１月の

農作業農作業

紀南地域版紀南地域版

の
土
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
。

施
用
資
材
は
、10
㌃
当
た
り
バ
ー
ク
堆

肥
2
～
4
㌧
、苦
土
石
灰
100
㌔
、Ｂ
Ｍ
よ
う

り
ん
60
㌔
、Ｆ
Ｔ
Ｅ
６
㌔
を
基
本
と
す
る
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
ハ
ダ
ニ
類
・カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

12
月
に
機
械
油
乳
剤
95
で
ダ
ニ
類
・
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
が
で
き
て
い
な
い

園
地
で
は
、2
月
に
花
芽
分
化
の
時
期
を

迎
え
る
た
め
、1
月
中
旬
ま
で
の
暖
か
く

好
天
が
続
く
日
を
選
ん
で
機
械
油
乳
剤
95

を
45
倍
希
釈
で
丁
寧
に
散
布
す
る
。た
だ

し
、樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
木
や
寒
さ
の
厳

し
い
園
地
で
は
落
葉
を
助
長
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、無
理
な
散
布
は
控
え
、3
月

に
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
を
散
布
す
る
。

�

（
上
秋
津
支
店
営
農
経
済
・
撫
養
義
雄
）

　梅

◆
整
枝
・
剪
定

秋
か
ら
剪
定
作
業
が
進
ん
で
い
る
と
思

う
が
、
作
業
が
遅
れ
る
ほ
ど
不
要
な
枝
に

養
分
が
分
配
さ
れ
、
貯
蔵
養
分
の
無
駄
遣

い
と
な
る
。
開
花
時
期
ま
で
に
は
剪
定
作

業
を
終
了
す
る
よ
う
に
取
り
組
も
う
。
無

剪
定
の
場
合
、
そ
の
年
の
着
果
量
は
多
く

な
る
が
、
新
梢
の
伸
長
が
少
な
く
な
り
樹

勢
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
作
業

が
遅
れ
、
開
花
が
始
ま
る
場
合
で
も
必
ず

剪
定
は
行
お
う
。

◆
土
壌
管
理

梅
は
好
石
灰
植
物
で
、
適
正
ｐ
Ｈ
は
6

～
7
と
高
い
。
12
月
ま
で
に
石
灰
の
施
用

を
行
っ
て
い
な
い
圃
場
で
は
基
準
量
を
参

考
に
施
用
し
よ
う
。

◆
交
配
用
ミ
ツ
バ
チ
の
設
置

ミ
ツ
バ
チ
巣
箱
の
設
置
に
際
し
て
は
、

①
日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
置
く
②
巣
箱

の
出
入
口
は
南
向
き
に
す
る
③
雨
水
が
入

ら
な
い
よ
う
出
入
口
を
や
や
低
く
す
る
な

ど
の
注
意
が
必
要
と
な
る
。

設
置
中
は
ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
薬
剤

散
布
は
厳
禁
で
あ
る
。
ま
た
、
開
花
前
の

防
除
も
、
巣
箱
の
設
置
場
所
へ
の
十
分
な

気
配
り
が
必
要
で
あ
る
。

◆
病
害
虫
防
除

○
ノ
コ
メ
ト
ガ
リ
キ
リ
ガ
（
ハ
ナ
ム
シ
）

開
花
期
に
蕾
や
花
を
食
害
し
、
多
発
す

る
と
結
実
不
良
に
な
る
。
特
に
山
林
に
隣

接
す
る
園
地
で
発
生
が
多
く
見
ら
れ
る
。

多
発
園
で
は
防
除
を
行
お
う
。

○
灰
星
病

病
原
菌
は
蕾
や
花
に
感
染
し
枝
を
枯
死

さ
せ
る
。
小
梅
品
種
（
白
王
・
パ
ー
プ
ル

ク
イ
ー
ン
な
ど
）
が
特
に
弱
い
。
前
年
の

被
害
枝
が
第
一
伝
染
源
と
な
る
た
め
、
枯

枝
は
剪
除
す
る
。
感
染
時
期
が
開
花
期
と

重
な
る
た
め
、
開
花
前
ま
で
に
防
除
を
行

お
う
。

�（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
羽
根
巧
朗
）

ス
モ
モ

◆
整
枝
・
剪
定

ス
モ
モ
の
棚
仕
立
て
は
開
心
自
然
形
を

平
面
化
し
た
2
～
3
本
の
主
枝
が
基
本
と

な
る
。
現
在
、
紀
南
の
ス
モ
モ
は
成
木
か

ら
老
木
の
割
合
が
高
く
、
太
枝
の
数
が
多

く
結
果
層
が
確
保
で
き
て
い
な
い
圃
場
が

多
い
。
こ
の
た
め
太
枝
の
数
を
減
ら
し
、

古
い
枝
の
整
理
を
行
い
、
徒
長
枝
を
利
用

し
て
結
果
層
を
確
保
す
る
な
ど
、
枝
の
若

返
り
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
棚
の
点
検
や
古

く
な
っ
た
棚
パ
イ
プ
の
取
り
替
え
も
行
お

う
。

�（
中
央
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
羽
根
巧
朗
）

水

　稲

◆
土
づ
く
り

前
作
の
未
熟
な
稲
株
や
稲
わ
ら
に
よ
る

障
害
を
避
け
る
た
め
、
秋
冬
期
に
耕
起
し

腐
熟
促
進
を
行
う
。
年
内
に
荒
起
こ
し
が

で
き
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に
行
う
。

ま
た
、
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
進
す
る
た
め
、

石
灰
窒
素
を
10
㌃
当
た
り
20
㌔
施
用
す
る

こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

�

（
営
農
課
・
栗
栖
昌
央
）
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花

　木

○
ダ
ニ
類

葉
の
表
面
に
濃
緑
色
の
斑
点
が
モ
ザ
イ

ク
状
の
症
状
に
で
る
。
外
観
が
損
な
わ
れ

商
品
価
値
が
著
し
く
低
下
す
る
。
発
生
時

の
薬
剤
防
除
が
基
本
と
な
る
が
、
冬
期

（
1
月
中
旬
頃
ま
で
）
に
晴
天
が
続
く
暖

か
い
日
を
選
ん
で
マ
シ
ン
油
乳
剤
を
葉
裏

に
か
か
る
よ
う
に
散
布
す
る
こ
と
で
、
春

以
降
の
発
生
を
軽
減
で
き
る
。

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
営
農
経
済
指
導
担

当
者
に
相
談
す
る
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
薬
剤
に
つ
い

て
は
、
12
月
号
を
確
認
す
る
。

�（
串
本
支
店
営
農
経
済
・
谷
本
三
佐
行
）

紀南地域版

※
み
か
ん
、
中
晩
柑
、
梅
、
ス
モ
モ
、
水

稲
の
防
除
薬
剤
や
施
肥
肥
料
は
、
旧
Ｊ
Ａ

紀
南
令
和
7
年
栽
培
暦
を
確
認
く
だ
さ
い

野

　菜

◆
レ
タ
ス

〇
温
度
管
理

こ
の
時
期
は
ト
ン
ネ
ル
被
覆
に
よ
る
温

度
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル

の
両
裾
を
、
昼
間
は
開
け
て
換
気
し
、
夜

は
閉
め
て
保
温
す
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル

は
密
閉
し
た
ま
ま
だ
と
葉
の
徒
長
や
タ
コ

足
、
腰
高
球
な
ど
の
原
因
と
な
る
た
め
注

意
す
る
。

〇
水
管
理

乾
燥
は
異
常
球
の
原
因
と
な
る
た
め
、

結
球
期
ま
で
は
適
宜
か
ん
水
を
行
い
、
結

球
期
以
降
の
か
ん
水
は
控
え
め
に
す
る
。

◆
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
（
露
地
春
採
り
）

〇
整
枝

整
枝
で
太
陽
光
の
透
過
を
良
く
す
る
こ

と
で
収
量
増
加
や
病
気
を
抑
制
す
る
効
果

が
期
待
で
き
る
。
1
㍍
当
た
り
25
～
30
本

を
目
標
に
整
枝
す
る
が
、
霜
害
に
遭
う
場

合
を
考
慮
し
、
少
し
多
め
に
残
し
、
霜
害

リ
ス
ク
が
少
な
く
な
る
3
月
に
仕
上
げ
る
。

〇
追
肥

草
勢
の
低
下
は
、
さ
や
の
肥
大
を
抑
制

す
る
た
め
、
追
肥
を
行
う
。

つ
る
上
部
の
新
芽
が
出
た
位
置
か
ら
花

が
咲
く
ま
で
の
距
離
や
節
間
が
短
く
な
っ

て
く
る
と
草
勢
が
低
下
し
て
い
る
目
安
と

な
る
。
2
番
花
が
咲
い
た
頃
と
、
満
開
時

を
目
安
に
追
肥
を
施
用
す
る
。

◆
ソ
ラ
マ
メ

〇
整
枝

主
枝
を
4
～
5
本
に
整
枝
し
た
後
も
株

元
か
ら
わ
き
芽
が
発
生
す
る
た
め
、
見
つ

け
次
第
摘
み
取
る
よ
う
に
す
る
。

〇
摘
花

健
全
で
あ
れ
ば
1
節
に
5
つ
ほ
ど
花
が

つ
く
た
め
、
上
側
の
3
花
は
摘
み
取
り
、

下
側
の
2
花
を
残
す
。

�

（
営
農
課
・
栗
栖
昌
央
）

花

　き

◆
病
害
虫
防
除

花
き
で
は
、
低
温
多
湿
条
件
下
で
発
生

が
多
く
な
る
病
気
や
、
活
発
に
活
動
を
続

け
る
害
虫
が
あ
る
た
め
、
気
象
条
件
に
応

じ
た
対
策
が
必
要
と
な
る
。

基
本
は
、
病
気
が
発
生
し
に
く
い
環
境

に
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
・
ト
ン
ネ
ル
栽
培

で
は
、
日
中
の
換
気
を
こ
ま
め
に
行
う
。

露
地
栽
培
で
は
、
高
畝
に
す
る
な
ど
の
排

水
対
策
に
努
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
薬
剤

防
除
が
必
要
な
場
合
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
防
除
す
る
。

①
同
じ
薬
剤
の
連
続
散
布
は
避
け
、
成
分

の
異
な
る
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
散

布
す
る
。

②
薬
害
防
止
や
、
薬
剤
効
果
を
高
め
る
た

め
、
晴
天
の
午
前
中
に
散
布
す
る
。

③
露
地
栽
培
で
は
、
降
雨
後
に
病
気
が
発

生
し
や
す
い
た
め
、
降
雨
直
後
の
防
除
に

努
め
る
。

○
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

低
温
で
も
活
動
す
る
た
め
、
厳
寒
期
の

ハ
ウ
ス
・
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
も
発
生
が
見

ら
れ
る
。
直
接
被
害
の
他
に
吸
汁
に
よ
り
、

ウ
イ
ル
ス
病
を
媒
介
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
る

の
で
注
意
す
る
。
近
年
、
モ
モ
ア
カ
ア
ブ

ラ
ム
シ
、
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
薬
剤
抵

抗
性
の
あ
る
種
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

薬
剤
の
選
択
と
発
生
初
期
の
防
除
に
努
め

る
。

○
コ
ナ
ガ

熱
帯
か
ら
高
緯
度
地
方
に
ま
で
分
布
す

る
害
虫
で
、
成
長
が
早
く
年
間
発
生
回
数

も
多
い
。
低
温
で
も
成
長
を
続
け
る
。
ま

た
、
薬
剤
抵
抗
性
の
事
例
も
多
い
。
枝
・

茎
を
食
害
さ
れ
る
と
大
き
な
被
害
と
な
る
。

定
期
的
に
各
種
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
散
布
す
る
。

○
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
周
年
発
生
し
、
年

間
の
発
生
回
数
は
10
回
を
超
え
る
。

幼
虫
が
葉
を
吸
汁
す
る
他
に
ウ
イ

ル
ス
病
の
媒
介
や
、
多
発
時
に
は
、

す
す
病
に
よ
る
汚
れ
が
発
生
す
る
。

各
種
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

散
布
す
る
。

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
営
農
経
済

指
導
担
当
者
に
相
談
す
る
。

灰
色
か
び
病
や
菌
核
病
、
斑
点

病
（
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
）
の
防
除

薬
剤
に
つ
い
て
は
、
11
・
12
月
号

を
確
認
す
る
。

�

（
串
本
支
店
営
農
経
済
・

�

谷
本
三
佐
行
）

すさみ町立周参見小学校は10月24日、児童らが6
月に植え付けたサツマイモを約200㌔収穫し、児童が
持ち帰る分と調理実習で使用する分を残してアドベン
チャーワールドの動物にプレゼントしました。11月4
日には児童らが同施設を訪問し、アフリカゾウ等への
餌やりを体験しました（詳細は15ページ）。

周参見小が
収穫体験

６月に植え付けた

サツマイモサツマイモ
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紀
南
地
域
本
部
も
共
催
し
た

「
第
38
回
田
辺
農
林
水
産
業
ま

つ
り
」
が
11
月
9
日
、
田
辺
市

の
扇
ケ
浜
交
流
広
場
カ
ッ
パ
ー

ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

雨
天
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
紀
州
田
辺
う
め
振
興
協

議
会
主
催
の
「
第
2
回
う
め
ぇ

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
入
賞
し

た
小
・
中
学
生
へ
の
表
彰
式
の

ほ
か
、
女
性
会
に
よ
る
梅
う
ど

ん
の
ふ
る
ま
い
、
女
性
会
や
青

年
部
、
J
A
職
員
ら
に
よ
る
農

産
物
や
加
工
品
の
販
売
、〇
×

ク
イ
ズ
、
神
島
高
校「
神
島
屋
」

に
よ
る
出
店
等
が
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
農
産
物
品
評
会
で
は

2
1
5
点
が
出
揃
い
ま
し
た
。

品
評
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

県
知
事
賞
＝
米
田
壮
伺
（
温

州
ミ
カ
ン
、
稲
成
）▽
県
議
会

議
長
賞
＝
関
矢
睦（
キ
ャ
ベ
ツ
、

三
栖
）▽
県
農
林
水
産
部
長
賞

＝
峰
尚
弥
（
甘
柿
、
長
野
）▽

西
牟
婁
振
興
局
長
賞
＝
田
中
圭

介
（
レ
モ
ン
、
上

秋
津
）▽
西
牟
婁

振
興
局
農
林
水

産
振
興
部
長
賞

＝
坂
本
和
也（
し

ょ
う
が
、
秋
津

川
）▽
市
長
賞
＝

澤
田
和
男
（
大

梅
干
し
、
稲
成
）

▽
市
議
会
議
長

賞
＝
原
見
忠
雄

（
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
秋
津
川
）▽
田
辺
市
農
業
委

員
会
会
長
賞
＝
田
中
壽
一
（
に
じ
の
き
ら
め

き
、
秋
津
川
）▽
J
A
わ
か
や
ま
組
合
長
賞
＝

中
谷
壽
人
（
温
州
ミ
カ
ン
、
上
芳
養
）

「第2回うめぇ料理コンテスト」の入賞者ら

品評会の出品物を確認する来場者

う
め
ぇ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
も

田
辺
農
林
水
産
業
ま
つ
り
開
催

支店・事業所の年末年始営業のお知らせ令和７年末～令和８年始
JAわかやま紀南地域本部

※紀菜柑は、1～ 2月の 2カ月間、17：30閉店となります。
※☎マークのお問い合わせ先は、右記の通りです。

通帳・キャッシュカードの紛失・盗難時
交通事故の受付等
レッカー移動・故障時等
ガスの受付

☎0120-167-831
☎0120-258-931
☎0120-063-931
☎0737-52-8864

　○＝平常どおり営業　　　休＝休業（休止）　　　＝電話での受付（24時間対応）　　　時間記載＝営業（稼動）時間変更

金融事業
支店窓口・ローンセンター

ＡＴＭ

○○ ○

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

共済事業

購買事業

給油所
(JA-SS)

中央・とんだ・鮎川

中央営農経済センター

ガスに関する受付

交通事故受付

故障・レッカー移動受付

支店（店）営農経済窓口

～18:00

～18:00 ～18:00

～17:30

加工事業

販売事業

各加工場

ファーマーズマーケット紀菜柑直 売 所

各選果場・集出荷場 各選果場・集出荷場にお問い合わせください。

店舗事業

8:00～17:00

休 休 休休休

休 休 休休休

休 休 休休

休休

休休

休

休 休 休休休

○ ○ ○休 休 休休休

○ ○休 休 休休休

○ ○

○

休 休休休

休 休 休

休

休

10:00～18:00○ ○ ○ ○ ○休 休

休休休

中芳養

上芳養・三栖・栗栖川

三川・佐本

紀南地域本部のＡコープ全店

日置

事　業 ／ 日　程

紀南地域本部・営農経済本部 ○○ ○

12/29
（月）

１/４
（日）

１/５
（月）

１/２
（金）

１/１
（木）

１/３
（土）

12/30
（火）

12/31
（水）

休 休 休休休

休

休

JA総合相談会
（弁護士・税理士による無料相談会）
●

●

●

相談会場
相談時間
問合せ先

紀南地域本部
９時～12時
金融部（☎0739-23-3516）

116

ご注文は
こちら

今月の

約 5kg
葉付きポンカン

￥5,700～

オンラ
インショップ

紛れもない木熟の証「葉付き」で
お届けします。

採れたての新鮮なポンカンを
ぜひご賞味ください。

J
A
ニ
ュ
ー
ス

氏
　名

新
部
署

旧
部
署

大
久
保
陽
平

加
工
部 

営
業
課 

万
呂
加
工
場

加
工
部 

営
業
課

フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

部
門
専
門
職
員
異
動

12
月
１
日
付
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中央営農経済センター 
営農指導担当（新庄地区）

JA職員です
羽根 巧朗さん

下向井 まき子さん
しもむかい　          こ

は    ね　   たくろう

明るくて活発という柊くん。最近は保育園にお迎えに
行くと下駄箱から自分の靴を持って走ってきたり、「こ
れして」や「あれ取って」などと言うと理解してくれる
ようになってきたんだって。とにかく何にでも興味津々
で、今はアンパンマンが少し気になり始めたみたい。
10月に弟が産まれたから、お兄ちゃんになったんだ！ 
まだ小さな弟の頭を「よしよし」って撫でてあげたり、
かわいがっているんだって。

就農11年目、現在は梅40㌃、ミカン１㌶、スモモ10㌃を
栽培しています。就農前は会社員をしていましたが、実家
で農業を続けていた両親が高齢となってきたこともあ
り、農家の長男として「このまま廃業するのはもったいな
い」と決意しました。
昨年からはミカンのさらなる品質向上にと、マルチ被覆
を開始。作業はＪＡの選果場従業員らで構成する「マルチ
被覆応援隊」に依頼しており、本当に助かっています。
最近の思い出は、10月13日に閉幕した「大阪・関西万
博」に行ったこと。フィリピンパビリオンが特に印象深か
ったです。また野球観戦が好きなので、大谷翔平選手の
活躍にはいつも注目しています。

すさみ町で地域食堂を運営しています。立ち上げの際
もあまり“困難”とは感じず、あるもので工夫しながら始
めました。地域の皆さまの協力に支えられ、今では昼と夜
それぞれ月１回、さらに遠隔地域への出張食堂や、自立運
営を目指した「Qola食堂」も月１回開いています。
食材は町内の農家や漁師から仕入れ、野菜くずは畑に
戻して再び食堂へと循環させるといった、自然とのつなが
りを大切にした取り組みも行っています。
食を通じて、人・山・川・海・畑がひとつにつながり、笑
顔がめぐる町へ――。その思いを原点に、持続できる仕組
みをつくっていきたいです。

家庭菜園を楽しんでいて、タマネギとブロ
ッコリーを栽培中です。今後は葉物野菜のト
ンネル栽培に挑戦してみたいです。

総合選果場 
荷受け担当（新庄集荷場）

小山 泰加さん
こやま　 たいが

段取り等で迷惑もかけましたが、何と
か梅の荷受け作業を終えることができ、
達成感に満ちています。趣味は釣りで、こ
れまでの一番の大物は85㌢のブリです。

何にでも興味津々！ 活発に成長中
産まれたての弟を「よしよし」も

気軽に集い、食を通じて元気になれる
そんな場を作ろうと「地域食堂」を運営

ひらやま　のぼる

田辺市中芳養

平山 昇さん

すさみ町周参見

西下 柊くん（1歳）
にしした　しゅう

上富田町朝来

すくすく
Memory

とにかく健康で、

元気に育ってね。

生産者
紹介

きなん産地人きなん産地人
今月の

応援隊の協力でマルチ被覆を開始応援隊の協力でマルチ被覆を開始

（写真中央）
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